
南
都
仏
教

に
お
け
る
女
人
往
生
思
想

(
納

富
)

三
二

南
都
仏
教

に
お
け
る
女
人
往
生
思
想

納

富

常

天

女
人
往
生

・
女
人
成
仏
は
鎌
倉
新
仏
教
に
お
け
る
重
要
な
課
題

で
あ

つ
た
。

旧
仏
教
=
古
代
仏
教
に
お
い
て
は
、
五
障

・
三
従

・
煩
悩
深
重

と
い
う
理
由
か
ら
、
女
人
は
常
に
そ
の
対
象
の
外
に
置
か
れ
、
女
人
往

生
・
女
人
成
仏
は
困
難
で
あ
り
、
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は

旧
仏
教

の
一
翼
を
担
つ
た
南
都
仏
教
を
、
戒
律
の
厳
守
に
よ
り
復
興
し

た
叡
尊

お
よ
び
そ
の

一
門
-

西
大
寺
流
-

に
つ
い
て
考
察
を
進
め

て
み
た
い
。
西
大
寺
流
に
お
け
る
女
人
往
生
思
想
は
結
論
的
に
云
う

と
、
古
代
仏
教
の
伝
統
的
立
場
に
立
つ
転
女
身
に
よ
る
往
生
で
あ

つ
た

が
、
そ
れ
は

一
切
の
女
人
は
母
と
す
る
独
自

の
女
人
観

と
戒
律

の
厳

守

・
光
明
真
言
の
受
持
を
母
胎
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

ま
ず
古
代
仏
教
に
お
け
る
女
人
観
に
つ
い
て
、
経
論
や
鎌
倉
新
仏
教

諸
宗
の
開
祖
達
の
言
を
か
り
て
考
察
し
て
み
た
い
。
『
浬
繋
経
』
に
は

若
人
不
レ知
二是
仏
性
一者
、
則
無
二男
相
幻
所
以
者
何
、
不
レ能
二自
知
ワ有
二仏

(
1
)

性

一故
。

若
有
レ
不
レ
能
レ
知

二仏
性

一者
、

我
説
二
是
等

一名
為
二
女
人

殉

と
あ

り
、

『
華

厳

経

』

に

は

女
人
能
張
愛
欲
網

羅
捕

一
切
諸
愚
夫

世
欄
染
欲
諸
衆
生

如
魚
呑
鉤

為

所
食

(中
略
)
一
切
憂
悩
及
恐
怖

皆
従
女
色
之
所
生

若
能
観
察
無
貧

(
2
)

著

解
脱
無
憂
無
恐
催

と
あ
り
、
天
親
の

『
往
生
論
』
に
は

(
3
)

女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生

と
あ
り
、
道
宣
の

『
浄
心
誠
観
法
』
の

「
誠
観
女
人
十
悪
如
実
厭
離

解
脱
法
」
第
十
一
に
は
女
人
の
十
種
悪
業
と
し
て
貧
婬
無
量
無
厭
、
嫉

妬
心
如
毒
蛇
、
譜
曲
詐
親
、
放
逸
、
口
多
悪
業
、
厭
背
夫
主
、

一
切
女

人
多
懐
話
曲
実
情
難
得
、
貧
財
不
顧
恩
義
、
慾
火
焼
心
、
女
身
臭
悪
不

(
4
)

浄
常
流
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
存
覚
の

『
女
人
往
生
聞
書
』
に
は
諸
経

論
を
列
挙
し
、
女
人
の
業
障
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
法
然
の

『
四
巻
伝
』
に
は

女
人
は
障
重
し
て
罪
深
故
に

一
切
の
処
に
は
皆
嫌
た
り

是
則
内
に
は
五

(
5
)

障
あ
り

外
に
三
従
あ
る
故
也

と
あ
り
、
道
元
の

『
正
法
眼
蔵
礼
拝
得
髄
』
に
は

い
ま
至
愚
の
は
な
は
だ
し
き
人
お
も
ふ
こ
と
は
、
女
流
は
貧
婬
所
対
の
境
界

に
て
あ
り
と

(中
略
)
ま
た
日
本
国
に
ひ
と
つ
の
わ
ら
ひ
ご
と
あ
り
。
い
は
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ゆ
る
、

あ
る
ひ
は
結
界

の
境
地
と
称
し
、
あ
る

ひ
は

大

乗

の
道

場

と

称

し

(
6
)

て
、
比
丘
尼

・
女
人
等
を
来
入
せ
し
め
ず

と
あ
り
、
日
蓮
の

『薬
王
品
得
意
砂
』
に
は

ハ

ノ

(
7
)

女
人
衆
罪
根
本
破
国
之
源
也

と
あ

る
。

こ
れ
ら
の
経
論
や
法
然

・
道
元

・
日
蓮
等
の
言
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る

古
代
仏
教
に
お
け
る
女
人
は
、
男
子
と
異
な
り
、
煩
悩
深
重
で
あ
り
、

生
ま
れ
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
る
成
仏

へ
の
障
り
-

十
種
悪
業

・
五

障
三
従
-

に
よ

つ
て
成
仏
不
可
能
と
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
ば
か
り
か

女
人
は
貧
欲
の
存
在
と
し
て
、
三
途
八
難
の
苦
の
根
本
で
あ
り
、
男
子

の
仏
法
修
行
を
妨
げ
る
最
大
の
も
の
と
し
て
、
厳
重
に
結
界
を
設
け
、

厭
離
疎
外
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

し
か
し
こ
の
度
し
難
い
悪
性
の
女
人
も
、
往
生

・
成
仏
の
門
戸
が
全

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
弥
陀
四
十
八
願
中

の
第

三
十
五
転

女
身
成
男
願
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
『
大
愛
道
比
丘
尼
経
』

に
有
女
人
作
沙
門
。
精
進
持
戒
具
足
無
欠
減
。
不
犯
如
毛
髪
。
現
世
得
化
成
男

(
8
)

子
身
。
便
得
無
量
決
得
作
仏
。

と
あ
る
よ
う
に
、
精
進
持
戒
し
て
毛
髪
程
も
犯
さ
な
か
つ
た
ら
、
現

世
に
男
子

と
化
し
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
り
、
聖
徳

太
子

の

『
法
華
義

疏
』
に
も
薬
王
晶
の
受
持
に
よ
り

「
明
ら
か
に
女
身
を
転
じ

て
無
量
寿

国
に
生
ず
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
古
代
の
仏
教
に
お

い
て
は
十
種
悪
業
や
五
障

・
三
従
を
強

調
し
、
女
人
を
拒
否
す

る
余

り
、
女
人
の
往
生
成
仏
に
つ
い
て
何
等
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
を
し
な

か
つ
た
だ
け
で
あ
る
。

叡
尊
お
よ
び
そ
の

一
門
に
お
け
る
女
人
観
も
、
古
代
仏
教
の
伝
統
的

立
場
に
立
つ
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
叡
尊
の

『
梵

網
経
古
 
記
科
文
輔
行
文
集
会
本
』
の

「無
慈
行
欲
戒
」
第
三
に
、
智

論
十
四
を
引
き
、

於
二諸
衰
中
一女
衰
最
重
。
刀
火
雷
電
蘇
露
怨
家
毒
蛇
之
属
猶
可
二暫
近
殉
女

ノ

ト

ハ

ニ

シ

テ

人
樫
妬
瞑
詔
妖
繊
闘
謹
貧
嫉

不
レ
可
二
親
近

殉
何
以
故
。

女
子
小
人

心
浅
智

薄
。
唯
欲
是
視
。

不
レ
観
二
富
貴
智
徳
名
聞
幻
専

行

二欲

悪

一破
二
人
善

根

殉
栓

桔
枷
錬
閉
二
繋
囹
固
殉
錐
レ
日
レ
難
レ
解
是
猶
易
レ
開
。
女
錬
繋
レ
人
染
固
根
深
。

ノ

ハ

無
智
没
レ
之
難
レ
可
レ
得
レ
脱
。

衆
病
之
申
女
病
最
重

(中
略
)
女
賊
害

人
是

不
レ

ニ

ノ

(
9
)

可
レ禁
。
虹
蛇
含
レ毒
猶
可
二手
捉
殉
女
情
惑
レ人
是
不
レ可
レ触
。

と
あ
り
、
『興
正
菩
薩
御
教
誠
聴
聞
集
』
の
「
女
人
出
家
事
」
に
、
阿
難
が

大
愛
道
尼
す
な
わ
ち
摩
詞
波
闇
波
提
の
出
家
を
如
来
に
請
つ
た
時
の
如

来
の
言
葉
と
し
て

「
女
人
を
度
す
れ
ば
五
百
年
仏
法
を
滅
す

べ
し
。
こ

れ
を
許
さ
ず
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て

「女
人
は
五
障
の
器
」
「
女

人
の
重
業
」
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
十
分
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
女
人
は
悪
性
で
あ
り
、
成
仏
に

つ
い
て
は
非
器
で
あ
る

と
な
す
点
は
古
代
仏
教
の
延
長
線
上
に
あ
る
が
、
西
大
寺
流
に
お
い
て

は
そ
れ
以
外
に
、

一
切
の
女
人
は
皆
母
で
あ
る
と
す
る
独
自
の
女
人
観

が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
叡
尊
に
お
け
る

「
一
切
の
衆
生
を
以
て
父
母
兄

南
都
仏
教

に
お
け
る
女
人
往
生
思
想

(納

富
)

三
三
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南
都
仏
教
に
お
け
る
女
人
往
生
思
想

(納

富
)

三

四

弟
と
な
す
」
と
す
る

『梵
網
経
』
の
重
視
、
「帰
二命
釈
迦
尊
一

願
我

ノ

ニ

ヲ

於
二
未
来

受
生
善
悪
処
一

不
レ
忘
二菩
提
心
一

自
然
憶
二衆
生

皆
是

ナ
リ
ト

ノ

ヲ

ニ

ヲ

シ
テ

ニ

我
父
母

一
設
二種
々
方
便
一

漸
々
令
レ離
レ
苦

自
他
行
願
満

共
証
二無

(
1
0
)

上
道
一」
と
あ
る
叡
尊
の
発
願
文
、
「
幼
而
喪
母
、
恒
歎
也
、
報
謝
失

術
、
専
恨
也
、
孝
心
尤
薄
、
既
説

一
切
女
人
、
皆
是
母
、
只
是
過
現
異

(
1
1
)

時
而
已
」
と
あ
る
惣
持
の

『
四
分
律
注
比
丘
尼
戒
本
』
、さ
ら
に
は
『大

乗
本
生

心
地
観
経
』
を
刊
行
し
、
四
恩
に
報
い
た
忍
性
の
行
動
等
か
ら

伺
い
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
煩
悩
深
重
で
成
仏
不
可
能
と
す
る
女
人
観
、
お
よ
び

一

切
の
女
人
は
母
と
す
る
女
人
観
は
、
や
が
て
叡
尊
・の
戒
律
に
よ
る
興
法

利
生
と
結
び
つ
き
、
「
女
人
ナ
レ
ド
モ
、
今
出
家
学
道

シ
テ
受
戒
成
就

(
1
2
)

ス
ル
程

ノ
人

ハ
皆
大
丈
夫
也
。
実

二
可
レ悦
也
」
と
述

べ
て
い
る
ば
か

り
か
、

「
願
始
今
生
母
至

一
切
衆
生
、
永
令
離
女
身
速
令

成
菩
提
、
願

(
1
3
)

我
此
経
永
離
女
□
、
為
他
広
悦
令
法
久
住
」
と
あ
る
尼
真
妙
の
願
文
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戒
律
厳
守
に
よ
る
転
女
身
成
仏
が
積
極
的
に
説
か

れ
る
こ
と
に
な
る
。

叡
尊

の
行
実
に
つ
い
て
は

『
感
身
学
正
記
』
『
行
実
年
譜
』
『
関
東
往

還
記
』
『
御
教
誠
聴
聞
集
』
等
に
よ
つ
て
詳
細
に
知
る
こ
と
が

で
き
る

が
、
叡
尊

は
始
め
霊
夢
に
よ
り
真
言
密
教
を
学
ん
だ
。
し
か
し

「
サ
ル

ニ

ヲ

ニ

ツ

ヲ

ル
ニ

ノ

ヲ

ノ

ル

サ
ル
ニ

程
学
二真
言
教
一輩
多
魔
道
堕
。

以
レ
之
見
二
教
所
判
一律
法
依
レ
不
レ
立

(
1
4
)

也
」
と
し

て
戒
律

へ
転
向
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
叡
尊
に
お
け

る
戒
律

の
重
視
は

「遺
教
経

二
云
、
若
無
二浄
戒

諸
善
功
徳
、
皆
不
レ

レ
バ

得
レ
生
云
々
。
大
乗

ハ
利
他
ヲ
本
ト
ス
。
而
無
二
律
儀
一
、摂
善
饒
益
無
故

ニ
ス
ル

ヲ

(
1
5
)

二
、
我
ガ
本
意
専
二
利
他
一故
、
律
儀

ヲ
タ
ぐ
シ
ク

ス
ル
ナ
リ
」
と
あ

る
よ
う
に
、
利
他
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

こ
こ
に
非
人
救

済
、
殺
生
禁
断
を
中
核
と
す
る
社
会
救
済
事
業
が
展
開
す
る
が
、

一
方

で
は
父
母
に
対
す
る
孝
養
、
女
人
尊
重
の
思
想
的
立
場
に
よ
り
、
積
極

的
な
女
人
成
仏
さ
ら
に
は
女
人
救
済
運
動
と
し

て
顕
現
す
る
。

叡
尊
は
そ
の
生
涯
に
九
万
七
千
七
百
十
人
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
と
さ

れ
て
い
る
が
、
「
夜
に
入
り
男
女

一
千
二
百
六
十

三
人
菩
薩
戒
を
受
く
」

と
あ
る

『
関
東
往
還
記
』
の
記
事
や

『
西
大
寺
田
園
目
録
』
等
か
ら
、

そ
の
中
に
は
多
く
の
女
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た

特
に
叡
尊
の
女
人
成
仏

・
女
人
救
済
運
動
に
お

い
て
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
法
華
寺
を
中
心
と
し
た
比
丘
尼
に
対
す
る
教
化
で
あ

る
。
寛
元
三
年
四
月
文
簾
房
基
忍
他
二
名
に
沙

弥
尼
戒

を
授
け

て
か

ら
、
文
永
三
年
二
月
八
十
八
名
に
菩
薩
戒
を
授
け
る
ま
で
、
そ
の
聞
約

二
十
年
に
わ
た
り
、
式
叉
摩
尼
戒

・
大
比
丘
尼
戒

の
授
与
、
沙
弥
尼
布

薩

・
比
丘
尼
布
薩
の
始
行
、
比
丘
尼
砂

・
梵
網
経
古
兼
記

・
菩
薩
戒
宗

要

・
表
無
表
章

・
教
誠
儀

・
行
事
砂
等
の
講
義

を
盛
ん
に
行

つ
て
い
る

が
、
弘
安
三
年
鏡
恵
の
記
録

『
授
菩
薩
戒
弟

子
交

名
』
に
よ
る
と
、

「
都
合
出
家
五
衆
八
百
二
人
之
内
、
比
丘
三
百
八
十
九
人
、
沙
弥
百
二

十
二
人
、
比
丘
尼
百
八
十
三
人
、
式
叉
尼
四
十

八
人
、
沙
弥
尼

六
十

人
」
と
あ
り
、
そ
の
他
に

「形
同
沙
弥
尼
百
三
十
八
人
」
と
あ
る
か
ら
、

合
計
四
二
九
人
の
尼
衆
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
教
化
が
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如
何
に
盛
ん
で
あ

つ
た
か
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
叡
尊
は
七
衆
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戒
律
の
復
興
を
目
指

し
て
い
た
か
ら
、
建
長
元
年
二
月
六
日
、
法
華
寺
に
お
い
て
慈
善
等
十

二
人
に
大
比
丘
尼
戒
を
授
け
た
時
は
、

こ
み
上
げ
る
興
奮
を
抑
え
き
れ

テ

ニ

ナ

リ

ネ

シ

ヒ

リ

ニ

ク
(
1
6
)

ず
、
「由

是
七
衆
皆
備
。
受
随
兼
且
。
律
燈
再

光
。
宗
風
大
扇
」
と
記

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
さ
ら
に

『
御
教
誠

聴
聞
集
』
に

「
始

ハ
七
衆
具
足
セ
ン
ト
テ
比
丘
尼
ノ
始
テ
出
デ
ク
ル
ヲ

悦
ト
シ
ナ
ン
ド
シ
タ
ル
風
情

二
候
シ
。
近
年

ハ
一
日

一
夜

二
廿
余
人
ナ

(
1
7
)

ン
ド
受

ル
程

ニ
成
テ
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
叡
尊
の
弛
ま
ぬ
努
力
が

尼
衆
達

の
積
極
的
参
加
を
促
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
叡
尊
に
よ
る
女
人
成
仏

・
女
人
救
済
運
動
は
、
忍
性

・

総
持

・
栄
真

・
賢
心
・
湛
容
等
の
門
流
に
承
継
さ
れ
た
。
特
に
忍
性
は

社
会
救
済
事
業
に
お
い
て
高
名
で
、
生
涯
に
お
け
る
主
な
業
績
と
し
て

所
度
の
弟
子
二
千
七
百
四
十
余
人
、
寺
院
の
結
界
七
十
九
ケ
所
、
諸
州

の
架
橋

百
八
十
九
ケ
所
、
殺
生
禁
断
六
十
三

ケ
所
等

が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
『
孟
蘭
盆
礼
文
』
と
共
に
開
板
し
た

『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
は
、

父
母
の
恩
を
は
じ
め
と
す
る
四
恩
に
報
ゆ
る
た
め
の
も
の
で
あ

つ
た
。

ル
ガ

ニ

ま
た

「
学
問

ハ
我
身
非
二其
器
一故

二
無
レカ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
学
問

的
立
場

で
は
衆
生
の
利
益
は
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
忍
性
が
、

文
永
十
年
極
楽
寺
に
お
い
て
開
講
し
た

『
四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗

(
1
9
)

記
』
に
尼
衆
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
総
持
に
お
い
て
は

『
転
女
身
経
』
の
開
板
、
『
四
分
律
注
比
丘
尼

戒
本
』
お
よ
び

『
比
丘
尼
砂
糾
補
資
行
録
』
の
撰
述
を
取
り
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
最
初
に
大
乗
了
義
の
真
詮
で
、
し
か
も
女
人
解

脱
の
指
南
で
あ
る

『
転
女
身
経
』
は
、
そ
の
刊
記
に
よ
り
釈
尊
の
鴻
恩

に
報
い
、
ま
た
煩
悩
深
重
の
女
人
を
救
済
せ
ん
た
め
、
法
華
寺
の
尼
僧

と
有
縁
の
女
人
に
勧
め
て
開
板
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
特
に

「
若

依
此
経
修
十
法
行
当
以
深
心
諦
此
文
焉
鵬
盤
光

悉
願
女
人
変
為
男

勇

(
2
0
)

健
聡
明
多
智
慧

一
切
常
行
菩
薩
道

勤
修
六
度
致
彼
岸
」
と
あ
る
の

は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

『
四
分
律
注
比
丘
尼
戒
本
』
と

『
比
丘
尼
砂
糾
補
資
行
録
』
は
、
い
ず
れ
も
金
沢
文
庫
の
み
が
所
蔵
す

る
稀
襯
本
で
、
共
に
亡
母
の
恩
に
報
ゆ
る
た
め
に
撰
述
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
尼
衆
の
行
化

を
助
け
る
も
の
で
あ
つ

た
。
ま
た

『
四
分
律
注
比
丘
尼
戒
本
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
そ

の
識
語
に
よ
る
と
、
南
山
道
宣
の
撰
集
録
に
は
僧
尼
並
ん
で
含
注
戒
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
尼
本
が
未
伝
で
あ
る
か
ら
、
総

持
自
か
ら
注
釈
を
施
こ
し
、
さ
ら
に
正
確
を
期
す
る
た
め
、
叡
尊
に
監

(
2
0
)

修
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
栄
真
に
お
い
て
は
総
持
の
撰
に
か
か
る

『
四
分
律
注
比
丘
尼
戒

本
』
を
開
板
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
刊
記
に

「比
注
尼
戒
本
、
令
彫
印

板
志
、
近
訪
慈
母
之
冥
路
、
遠
助
尼
衆
之
行
化
、
翼
塵
露
山
海
昭
揚
□

(
2
2
)

□
爾
」
と
あ
る
よ
う
に
、
母
の
菩
提
を
と
む
ら
う
と
共
に
、
尼
衆
の
行

化
を
助
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

ま
た
賢
心
は
平
盛
親
等
の
捨
財
で

『
四
分
刷
定
比
丘
尼
戒
本
』
を
開

南

都
仏
教

に
お
け

る
女
人
往
生
思
想

(
納

富
)
 

三
五

-559-



南
都
仏
教
に
お
け
る
女
人
往
生
思
想

(
納

富
)

三
六

板
し
て
い
る
が
、
そ
の
志
は
中
国
辺
邦
の
尼
僧
の
戒
儀
を
資
助
せ
ん
た

め
の
も

の
で
あ
つ
た
。
ま
た
こ
の

『
四
分
側
定
比
丘
尼
戒
本
』
は
刊
記

の
後
に

「右
摺
写

一
百
巻
進
上
於
南
都
法
華
寺
、
奉
施
現
住
比
丘
尼
衆

等
志
者
、
殊
悲
母
井
祖
母
幽
霊
、
転
五
障
之
器
、
成
三
聚
之
法
身
、
乃

至
法
界

男
女
平
等
得
其
益
矣
」
と
あ
る
墨
書
銘
に
よ
つ
て
、
転
女
身
に

よ
る
成
仏
を
祈
請
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
華
厳

・
戒
律
の
学
匠
と
し
て
有
名
な
湛
容
も
、
『
四
分
律
比
丘

尼
砂
』
を
手
沢
す
る
と
共
に

『
梵
網
経
』
を
開
板
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
叡
尊
-
忍
性
-
総
持
-
栄
真
-
賢
心
と
系
譜
す
る
女
人
成
仏

・
女
人

救
済
運
動
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
光
明
真
言
の
受
持
に
よ
る
転
女
身
成
仏
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

た
い
。
光
明
真
言
は
諸
々
の
罪
報
を
除
き
、
所
苦
の
身
を
捨
て
、
西
方

極
楽
往

生
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
、
早
く
か
ら
貴
族
社
会
に

お
い
て
信
仰
さ
れ
た
。
道
範
の

『
光
明
真
言
四
重
釈
』
に
よ
る
と
、
光

明
真
言

は
浄
不
浄
を
え
ら
ば
ず
速
疾
に
成
仏
し
、
称
名
念
仏
よ
り
も
易

行
で
あ
り
、

且
つ
勝
れ
た
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
光
明
真
言
の

信
仰
に
お
い
て
は

『
光
明
真
言
句
義
釈
』
『
光
明
真
言
功
能
』
『
光
明
真

言
加
持
土
沙
義
』
『光
明
真
言
土
沙
勧
進
記
』
『光
明
真
言
土
沙
勧
進
別

記
』
を
著
わ
し
た
明
恵
も
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

信
仰
を
民
衆
に
ま
で
普
く
及
ぼ
し
た
の
は
西
大
寺
叡
尊
や
白
毫
寺
知
道

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
叡
尊
は
毎
年
七
日
七
夜
の
光
明
真
言

会
を
開

き
、
積
極
的
に
光
明
真
言
の
弘
布
に
努
め

「
諸
罪
消
滅

極
楽

往
生
現
世
富
貴

長
寿
望
遂

鬼
神
病
苦
愁
除
乃
至
有
縁
無
縁
亡
者
等

皆
離
苦
得
脱
無
擬
」
を
目
指
し
た
が
、
や
が
て
こ
れ
は
鎌
倉
浄
光
明
寺

等
を
中
心
と
す
る

「
不
断
光
明
真
言
丼
浄
土
宗
等
四
宗
興
隆
発
願
事
」

を
始
め
と
し
て
、
全
国
的
に
普
及
展
開
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

光
明
真
言
の
受
持
に
よ
る
転
女
身
成
仏
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本

テ

ヲ

テ

ヲ

ヲ

シ
テ

『
光
明
真
言
釈
』
に

「若
女
人
有
女
身
厭
此
真
言
受
持

セ
ハ
女
身
転

ヲ

ニ

セ
ム

ハ

ヲ

男
身
成
事

エ
ム

若
常
受
持

女
人
大
梵
天
王
ト
成
事

エ
ム

若
女
人

テ

カ
ラ
ム
ニ

ヲ

セ
ハ

ノ

ヲ

ニ

有
其
ミ
ニ
ク
・
卑

此
真
言
受
持

端
厳
形

エ
テ
諸
人
愛
敬

セ
ラ

レ

ニ

ノ

ヲ

ニ

ト

リ

ニ

ム

(中
略
)
法
花
経
女
人
五
障
出
中

一
者
不
得
作
梵
天
王
云

然

此
真

ヲ

ニ

ヲ

テ

ト

ノ

ヲ

ハ

ヲ

テ

言
持
ヨ
リ
テ
其
障
除
梵
天
王
成
也

(中
略
)
此
真
言
持
女
人
此

五
障
除

ヲ

皆
自
在
得
也
」
と
あ
り
、
抜
苦
与
楽
、
除
病
延
命
と
共
に
光
明
真
言
の

功
能
の

一
つ
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
光
明
真
言
受
持

に
よ
る
転
女
身
成
仏
思
想
は
、
光
明
真
言
信
仰
の
盛
況
に
伴
い
広
く
行

わ
れ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

以
上
の
よ
う
に
西
大
寺
流
に
お
い
て
は
、
女
人
は
悪
性
で
あ
り
、
非

器
で
あ
る
と
す
る
古
代
仏
教
の
伝
統
的
立
場
を
承
継
す
る
と
共
に
、

一

切
の
女
人
は
母
で
あ
る
と
す
る
独
自
の
女
人
観

に
立
ち
、
戒
律
の
厳
守

お
よ
び
光
明
真
言
の
受
持
に
よ
る
転
女
身
成
仏
を
強
調
し
た
。
そ
し
て

女
人
の
転
女
身
成
仏
を
資
助
し
容
易
に
す
る
た
め
、
叡
尊
お
よ
び
そ
の

一
門
は
、
授
戒

・
戒
律
書
の
講
義

・
『
比
丘
尼
砂
糾
補
資
行
録
』
『
四
分

律
注
比
丘
尼
戒
本
』
の
撰
述
、
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
『転
女
身
経
』

『
四
分
律
注
比
丘
尼
戒
本
』
『
四
分
制
定
比
丘
尼
戒
本
』
『
梵
網
経
』
等
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の
出
版

等

を

行

つ

て

い
る

ば
か

り

か
、

西

大

寺

を

中

心

に
積

極

的

に
光

明

真

言

を
興

行

し

て

い
る

こ
と

は

注

目

し
な

け

れ

ば

な
ら

な

い
。

1

大
正

一
二

・
四
二
二

・
中
参

照

2

大
正

一
〇

・
七
九
〇

・
下
-

七
九

一
・
上
参
照

3

大
正
四
〇

・
八
三
〇

・
下
参
照

4

大
正
四
五

・
八
二
四

・
上
-
中
参
照

5

法
然
上
人
伝

の
成

立
史
的
研
究
第

一
巻

一
一
四
頁
参
照

6

岩
波
文
庫
本

上
巻

一
二
七
-

一
二
八
頁
参

照

7

昭
和
定
本

日
蓮
聖

人
遺
文
第

一
・
三
四

一
頁
参
照

8

大

正
二
四

・
九

四
九

・
下
参
照

9

日
本
大
蔵
経
大
乗
律
章
疏

二

・
三

一
四

・
下
-
三

一
五

・
上
参
照

10

西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成

一
三

二
頁
参
照

11
2
122

金
沢
文
庫
古
文
書
識
語
篇

一
〇
三
二
号
参
照

12

日
本
思
想
大
系

一
五

・
鎌
倉
旧
仏
教
二
二
〇
頁
参
照

13

西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
三
九
三
頁
参
照

14
15

興
正
菩
薩
御
教
誠
聴
聞
集
 
(
日
本
思
想
大
系

一
五

・
鎌
倉
旧
仏
教

二

一
一
頁
)

参
照

驚

西
大
寺
叡
尊

伝
記
集
成

二
二
四
頁
参
照

17

日
本
思
想
大

系

一
五

・
鎌
倉

旧
仏
教

二
二
三
頁
参
照

18

〃

〃

二
〇
〇
頁
参
照

19

金
沢
文
庫

古
文

書
識
語
篇

一
〇

一
四
号
参
照

20

金
光
明
経
依
空

満
願
品
第
十

(
大

正

一
六

・
四
二
五

・
中
-
下
)

に
、

菩
提
行

に
よ
り
自

在
を
得
、
安
楽
住

を
得
と
し

て
、
天
女
の
転
成
男

子
を

説

い
て
い
る

南

都
仏
教

に
お
け

る
女
人
往
生
思
想

(納

富
)

三
七
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